
令和５年度 第１回幕別町文化財審議委員会報告書 

 

 

１ 日 時 令和５年10月26日（木）９：55～10:55 

２ 場 所 忠類コミュニティセンター児童室、忠類ナウマンゾウ化石発掘調査地 

３ 出席者  

 (1) 文化財審議委員 

   橋本委員長、加藤副委員長、鎌田委員、福島委員 ４名（角谷委員欠席） 

(2) 教育委員会 

石田生涯学習課長、添田主幹（発掘調査地のみ）、勝又係長、有田主査、阪口学芸員 

４ 会議次第 

(1) 委員長あいさつ 

⇒橋本委員長からあいさつ 

(2) 町内施設視察研修 

今回は、審議事項がなかったため、忠類ナウマンゾウ化石発掘調査地に移動し、添田主幹から発掘

調査概要の説明を受けた。 

 

  



 

【視察研修の様子】 

 

化石発見時の産状模型で発見当時の状況の説明を受けている様子。 

 

 

動物の足跡化石の説明。地層の凹みと砂礫の堆積などで足跡化石と判別する。 



 

足跡化石の断面の説明 

 

この地層の凹みが動物の

足跡。地面が圧迫されて凹

んでいる。 

 

この凹みに砂礫が堆積し

た後に、上の地層が形成

されている。 


